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の風向・風速の観測値と本研究で提案した手法により

求められた風向・風速の予測値を示す。風向・風速とも

に観測値と良く一致しており,本手法の有効性が確認さ

れた。なお,宮古支店の風観淑1に使われた風向風速計

の測定範囲は 0～ 60m/sであるため,最大風速が記録

される前に,風向風速計が破損し,11日 2:40以 降の風

向風速データは欠測となった。

|ぃ理

(a)平均風速 (b)平均風向

図 2沖縄電力宮古支店での観測値と予測値との比較

4.配電用電柱の損傷度曲線の作成

一般に損傷度曲線は,複数地点における風速の観

測値と被害データが得られた場合に,被害率と風速の

関係から求めることができるが,宮古島のように風速の

観測値が気象台からしか得られない場合には,複数回

の台風被害データから損傷度曲線を求める必要がある。

しかし,複数回の台風被害データを得るには時間がか

かる上,迅速な被害対策の検討ができないという問題も

ある。

本研究では,同定された倒壊電柱位置から求められ

た lkmメッシュ毎の電柱の被害率と気流解析により求

められた lkmメッシュ毎の風速の平均値から,現在使

用されている設計風速 40m/sの電柱における損傷度曲

線を求めた。

図 3には lkm毎に整理した台風 14号の時の電柱

の被害率と 10分平均風速の最大値の分布を示す。こ

の図から,電柱の被害率と10分平均風速の最大値とも

に海岸付近で高く,市街地と島の中央部で低くなってな

ることが分かる。

(a)電柱の被害率   (b)10分平均風速の最大値

図 3 1km毎 の電柱被害率および風速の最大値の分布

図 4には lkm毎の電柱の被害率と気流解析から求

められた等価瞬間風速の最大値との関係を示す。等価

最大瞬間風速は気流解析から求めた 10分平均風速の

最大値と乱れ強度から求めた。宮古地方気象台で観測

された台風 14号の最大瞬間風速と電柱被害率との関

係も図中に併記した。1箇所の風速の観測値からは損

傷度曲線を作成するのが困難であることが分かる。図中

の実線は対数正規分布を仮定して求めた損傷度曲線

を示す。対数正規分布から推定された風速の最頻値は

68.9m/sであり,この値は設計風速 40m/sの電柱にお

ける限界風速 (限界曲げ耐力による推定)の 67.7m/s

に近く,本研究で提案された損傷度曲線の推定手法の

妥当性が検証された。

|―灘鰤伊
分布

|

図 4配電用電柱の損傷度曲線

5。 まとめ

本研究では台風 14号による被害電柱位置の同定を

行い,宮古島全体におけるlkm毎の電柱被害率を算出

すると共に,宮古地方気象台における台風 14号時の風

向・風速の観測値と気流解析により求められた島全体

の風向別風速比から宮古島全体の風速分布を推定す

ることにより宮古島における配電用電柱の損傷度曲線

を求めた。本研究で提案した手法は,1度の台風被害

データから配電用電柱の損傷度曲線を求めることがで

き,これにより迅速な被害対策の検討が可能になった。
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